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12
月
７
日 

臨
時
総
代
会

　

12
月
７
日
（
金
）、
臨
時
総
代
会
に
は
『
利
根
保
健
生
協
５
ヵ
年
計
画
』
と
『
利
根
中
央

病
院
新
築
移
転
計
画
』
の
二
つ
の
議
案
が
提
案
さ
れ
ま
す
。

　

５
カ
年
計
画
は
、
生
ま
れ
育
っ
た
地
域
で
組
合
員
一
人
ひ
と
り
が
安
心
し
て
住
み
続
け
ら

れ
る
た
め
に
、
利
根
保
健
生
協
が
果
た
す
べ
き
役
割
「
事
業
と
運
動
」
に
な
り
ま
す
。

一人は万人のために 万人は一人のために

｢一日 1 万歩｣ 歩くと生活習慣病予防に効果的です。ウォーキングで冬太りを防ぎましょう。
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12
月
７
日 

臨
時
総
代
会

安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り

利根保健生協　2012 年 10 月現勢

生 協 組 合 員・・・・・・・・・・・・26,831 人
出 資 金 額・・・・1,271,553,000 円
平均出資金額・・・・・・・・・・・・・47,391 円

理事29名　監事4名　総代203名　班長1376名

http://www.tonehoken.or.jp/tonehoken-kumiai/
ホームページアドレス

一坪増資運動への協力状況
（2012年11月24日現在）

715人から1428坪（5,712万円）の
申込・協力が寄せられています。

年末年始診療案内
利 根 中 央 病 院

とね在宅総合センター
【介護老人保健施設とね（通所デイケア）】

【とね診療所・とねホームヘルパーステーション】

利根歯科診療所・片品診療所
生協みなかみ歯科

１２月３０日（日）〜１月３日（木）休診

１月１日（火）〜１月３日（木）休診

１２月３０日（日）〜１月３日（木）休診

１２月３０日（日）〜１月３日（木）休診

１２月３０日（日）〜１月３日（木）休診

＊急患の方は来院前に必ず電話でご確認下さい。
＊長期投薬を受けている方は、休みになる前に
　早目にご連絡下さい。

＊歯科の急患の方のみ利根歯科診療所までご連絡
　ください。

＊ただし、沼田のみ 1月2日（水）午前中営業

【とね訪問看護ステーション（沼田・片品・みなかみ）】

④
災
害
に
強
く
、
災
害
医
療
に
貢

　
献
す
る
病
院

⑤
環
境
に
配
慮
し
た
高
齢
者
や
子

　
供
に
や
さ
し
い
病
院

⑥
職
員
が
働
き
や
す
く
、
人
材
の

　
確
保
・
育
成
を
す
す
め
る
病
院

を
も
と
に
、
建
設
計
画
を
練
っ
て

い
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
部
門
と
し
て
健
診

セ
ン
タ
ー
や
、
健
康
な
方
も
利
用

で
き
る
健
康
プ
ラ
ザ
な
ど
を
設
置

し
、
健
康
増
進
の
拠
点
と
な
る
よ

う
に
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
病

診
連
携
・
病
病
連
携
の
重
要
性
を

鑑
み
、
充
実
し
た
地
域
連
携
室
を

設
置
し
ま
す
。
県
内
の
３
次
救
急

へ
の
連
携
も
考
慮
に
入
れ
、
ヘ

リ
ポ
ー
ト
の
設
置
も
検
討
し
て

お
り
、
災
害
時
も
災
害
拠
点
病

院
と
し
て
機
能
で
き
る
よ
う
に

対
応
し
ま
す
。
療
養
環
境
に
関

し
て
も
、
患
者
様
の
導
線
を
主

体
と
し
安
心
で
き
る
療
養
環
境

を
構
築
し
ま
す
。

　

利
根
中
央
病
院
建
設
委
員
会

で
は
、
現
状
で
考
え
ら
れ
る
最

高
の
新
病
院
を
建
設
す
る
べ

く
、
基
本
設
計
・
実
施
設
計
を

行
い
、
２
０
１
５
年
10
月
竣
工

を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
地
域
医
療
を
担
う
も

の
と
し
て
、
組
合
員
を
中
心
と

し
た
利
根
沼
田
地
域
の
医
療
を

守
る
新
病
院
に
す
る
こ
と
を
お

約
束
し
ま
す
。

　

永
年
の
課
題
で
あ
っ
た
利
根

中
央
病
院
「
新
病
院
」
建
設
計

画
が
い
よ
い
よ
始
ま
り
ま
し
た
。

新
病
院
の
基
本
方
針
と
し
て

①
予
防
、
健
診
、
福
祉
活
動
に

　
力
を
注
ぐ
病
院

②
救
急
か
ら
リ
ハ
ビ
リ
ま
で
の
幅

　
広
い
医
療
活
動
を
す
る
病
院

③
地
域
連
携
で
安
心
し
て
過
ご

　
せ
る
拠
点
と
な
る
病
院

　

新
病
院
は
現
在
と
同
じ
病
床
数

で
す
が
、
骨
折
な
ど
の
急
性
期
治

療
後
の
リ
ハ
ビ
リ
を
目
的
と
し
た

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
病
棟
を
開
設

し
、
病
室
の
40
％
を
個
室
に
す
る

計
画
で
す
。
総
投
資
額
は
約
68
億

円
、
そ
の
１
割
の
７
億
円
を
竣
工

ま
で
に
増
出
資
で
集
め
、
純
増

５
億
円
分
を
投
資
に
充
て
る
予
定

で
す
。
新
病
院
建
設
の
た
め
に
は

「
９
人
の
医
師
確
保
と
７
億
円
の

増
資
」
が
課
題
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
こ
の
間
、
新
病
院
へ
の
通

院
の
不
安
が
寄
せ
ら
れ
、
利
根
中

央
病
院
で
は
、
現
在
と
移
転
後
の

通
院
手
段
の
把
握
を
目
的
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。

　

新
築
移
転
に
あ
た
り
、
通
院
手

段
の
充
実
は
重
要
で
す
。
今
回
の

結
果
を
参
考
に
し
て
、
新
病
院
竣

工
ま
で
に
新
病
院
へ
の
バ
ス
路
線

の
確
保
や
市
内
循
環
型
通
院
支
援

の
拡
充
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

新
病
院
建
設
地
は
、
９
０
０
０

坪
を
約
３
億
６
千
万
円
で
購
入
し

ま
し
た
。
用
地
代
を
増
資
で
ま
か

な
う
こ
と
を
目
標
に
、
１
坪
分
４

万
円
の
増
資
を
９
０
０
０
坪
分
集

め
よ
う
と
「
一
坪
増
資
運
動
」
を

す
す
め
て
い
ま
す
。
一
括
ま
た
は

「
積
立
増
資
」
で
９
月
29
日
か
ら

開
始
し
、「
い
ず
れ
は
通
院
支
援

制
度
を
利
用
さ
せ
て
も
ら
う
よ
う

に
な
る
か
ら
」
な
ど
の
声
と
と
も

に
、
11
月
24
日
現
在
１
４
２
８
坪

分
の
増
資
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
積
立
増
資
」
は
、
利
根
沼
田

農
協
お
よ
び
利
根
郡
信
用
金
庫
の

口
座
か
ら
自
動
引
き
落
と
し
で
行

う
も
の
で
す
。「
利
根
の
保
健
」

10
月
号
に
折
り
込
ま
れ
た
資
料

に
、
申
込
用
紙
が
入
っ
て
い
ま

す
。
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

同
封
の
封
筒
で
返
送
い
た
だ
け
れ

ば
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
「
一
坪
増
資
運

動
」
や
「
積
立
増
資
」
を
推
進
し

て
い
ま
す
が
、
従
来
の
一
口
千
円

か
ら
の
増
資
方
法
で
も
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

一
体
化
を
政
府
は
す
す
め
て
い
ま

す
。「
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改

革
」
と
言
わ
れ
る
も
の
で
す
。
す

で
に
、
消
費
税
増
税
法
が
成
立
し

ま
し
た
。
税
負
担
が
増
加
す
る
一

方
で
、「
医
療
か
ら
施
設
」「
施
設

か
ら
在
宅
」「
介
護
か
ら
自
費
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
が
「
重
点
化
」

「
効
率
化
」
の
も
と
に
す
す
め
ら

れ
、「
医
療
難
民
」「
介
護
難
民
」

の
増
加
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

５
カ
年
計
画
は
、
と
ね
診
療
所

の
医
師
複
数
化
を
実
現
し
、
病
院

移
転
後
も
地
域
を
守
り
、
24
時
間

３
６
５
日
在
宅
医
療
に
応
え
ら
れ

　

５
カ
年
計
画
の
中
心
事
業
は
、

新
病
院
建
設
、
と
ね
診
療
所
の
拡

充
、
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
住
宅

の
建
設
計
画
で
す
。
事
業
を
支
え

る
「
支
部
を
単
位
に
、
班
を
基
礎

に
」
し
た
組
合
員
活
動
の
目
標
も

提
案
さ
れ
ま
す
。

　

11
月
に
は
、
臨
時
総
代
会
の
議

案
を
多
く
の
組
合
員
に
伝
え
、
意

見
・
要
望
を
聞
く
こ
と
を
目
的
に

「
支
部
総
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
「
病
院
が
新
し
く
な
る
の
は
、

う
れ
し
い
」「
駐
車
場
が
広
く
な

る
と
停
め
た
場
所
が
分
か
ら
な
く

な
る
。
番
号
付
け
か
色

分
け
な
ど
の
工
夫
を
し

て
ほ
し
い
」「
新
病
院

が
ど
の
く
ら
い
遠
く
な

る
か
計
っ
た
。
距
離
は

遠
く
な
る
が
、
信
号
な

ど
の
道
路
事
情
も
あ

り
、
か
か
っ
た
時
間
は

同
じ
だ
っ
た
」
な
ど
率

直
な
意
見
・
要
望
が
出

さ
れ
ま
し
た
。
寄
せ
ら

れ
た
貴
重
な
声
は
、
今

後
の
各
会
議
・
委
員
会

で
検
討
を
重
ね
て
い
き

ま
す
。

　

団
塊
の
世
代
が
75
歳

以
上
の
後
期
高
齢
者
に

な
る
２
０
２
５
年
を
目

標
に
、
医
療
と
介
護
の

る
よ
う
に
す
る
も
の
。

　

超
高
齢
社
会
を
む
か

え
、
居
住
型
介
護
施
設

や
高
齢
者
の
住
ま
い
の

問
題
も
重
要
に
な
っ
て

い
ま
す
。
２
０
１
５
年

ま
で
の
３
年
間
、
沼
田

市
の
介
護
事
業
計
画
で

は
居
住
型
介
護
施
設
建

設
の
計
画
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
、
旧
土

木
事
務
所
跡
地
に
は
昨

年
度
制
度
化
さ
れ
た

「
生
活
見
守
り
」「
生

活
相
談
」
サ
ー
ビ
ス
の

付
い
た
高
齢
者
住
宅
の

建
設
を
提
案
し
ま
す
。

議
案
を
も
と
に

新
病
院
に

一
坪
増
資
運
動

新
病
院
建
設
に
向
け
て

旧
土
木
事
務
所

　
　
　
跡
地
に

高
齢
者
住
宅

　
　
　 

支
部
総
会

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
病
棟

各
地
で

昭
和
東
・
南
合
同
の
支
部
総
会

利根中央病院
建設委員長

河内英行

■現在と同じ

■現在とは別の手段

■通院が困難になる

■未回答

59％

29％

6％

6％

新病院時の通院手段



〈
沼
田
東
支
部
〉

（
2180
口
以
上
）

得
能　

淑
子

（
2140
口
以
上
）

佐
藤　
　

力

（
1680
口
以
上
）

萩
原　

吉
夫

（
1660
口
以
上
）

大
島　

昭
治

（
830
口
以
上
）

長
坂　

玲
子

（
730
口
以
上
）

生
方　

輝
房

（
710
口
以
上
）

雲
越　

タ
カ

（
600
口
以
上
）

原
田　

泰
子

（
470
口
以
上
）

村
田　

定
蔵

（
410
口
以
上
）

大
竹　
　

宏

（
400
口
以
上
）

中
島　

侑
三

（
370
口
以
上
）

桑
原　

和
子

（
340
口
以
上
）

大
木
カ
ツ
子

（
240
口
以
上
）

鈴
木　
　

昭

（
200
口
以
上
）

田
村　

久
子

利 根 の 保 健

まずは歩数計をつけて一日の歩数を測ってみましょう。歩数計は起きてから寝るまでの間はつけています。
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〈
沼
田
東
支
部
〉

見
城　

正
子

保
坂
理
恵
子

位
下
ハ
ル
イ

大
竹　

裕
章

〈
沼
田
中
支
部
〉

森
部
も
と
ゐ

内
田　

眞
二

〈
沼
田
西
支
部
〉

石
坂　
　

浩

原
澤
ま
さ
乃

石
坂　

絵
美

遠
藤　

年
子

高
橋
さ
く
代

〈
沼
田
南
支
部
〉

深
代　

直
美

〈
沼
田
北
支
部
〉

横
坂　

静
子

石
井　

和
代

阿
部
と
み
江

高
澤　

幸
子

大
澤　

正
雄

武
井　

和
子

〈
利
南
支
部
〉

小
向　
　

博

関
口　
　

稔

中
島　

吉
代

片
野　

き
み

大
金　

由
季

須
田　

幸
子

武
井　

克
則

橋
本　

浩
二

貝
瀬　

裕
介

吉
沢
ハ
ル
ノ

吉
田　
　

亨

盛
田　

公
平

佐
藤　
　

栄

新
井　

雪
将

本
多　

正
人

鹿
野
み
ち
代

〈
池
田
支
部
〉

斉
藤
リ
ャ
ウ

永
井　

敏
博

〈
薄
根
支
部
〉

中
島　

ふ
ぢ

大
利　

正
子

飯
塚
サ
ツ
キ

斎
藤　

サ
ダ

沼
田　

康
子

笛
木　

久
子

〈
川
田
支
部
〉

小
田
橋
司
子

塩
野　

歌
子

塩
野
や
す
代

〈
白
沢
支
部
〉

角
田　

慶
子

小
野　

和
宏

渡
辺
富
美
子

〈
利
根
北
支
部
〉

星
野　
　

功

金
子　

槇
子

小
林　

千
種

千
明　

春
美

藤
井　

辰
美

吉
野　

米
光

井
上　

巻
雄

星
野　

明
彦

藤
井　

富
司

金
子　

敬
子

山
口
千
恵
子

秋
山　
　

登

千
明
み
ゆ
き

中
村　

正
廣

小
林　

春
子

小
林　

喜
重

中
澤
ケ
イ
子

〈
片
品
支
部
〉

星
野　

孝
子

萩
原　

静
枝

小
林　

そ
う

青
木
マ
サ
子

〈
川
場
支
部
〉

星
野　

育
子

角
田　

初
子

津
久
井
芳
子

田
中　

サ
イ

〈
月
夜
野
東
支
部
〉

田
村　

伸
行

〈
月
夜
野
西
支
部
〉

石
塚　

智
子

〈
水
上
支
部
〉

中
村
喜
代
子

荒
木　

り
つ

橋
辺
か
ず
子

阿
部　

幸
子

真
庭　

光
子

鈴
木　

初
枝

須
藤
み
よ
子

〈
新
治
支
部
〉

林　
　

衣
子

笛
木　

登
和

深
井
喜
久
子

笛
木　

嘉
穂

太
田　
　

健

土
田
ナ
ツ
ヨ

西
山
美
知
江

〈
昭
和
東
支
部
〉

林　

か
ね
子

高
橋　

久
子

坂
本　

英
恵

岡
田
江
美
子

西
山　

英
一

〈
昭
和
南
支
部
〉

中
嶋　

美
穂

綿
貫
し
づ
江

七
五
三
木
恭
子

〈
高
山
支
部
〉

小
林
ク
ニ
子

〈
職
域
支
部
〉

大
塚　

好
江

bbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbb

bbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbb

bbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbb

（
160
口
以
上
）

上
野　

吉
元

（
150
口
以
上
）

木
村　

清
江

（
110
口
以
上
）

星
野　

和
彦

（
100
口
以
上
）

入
沢　

浩
子

保
坂　

フ
ミ

（
90
口
以
上
）

遠
藤　

一
郎

佐
々
木
邦
夫

（
80
口
以
上
）

小
野
塚
幸
子

（
70
口
以
上
）

石
田　

良
雄

山
本　

慎
吾

（
50
口
以
上
）

西
山　

康
行

須
藤　

昌
平

津
久
井
哲
男

（
40
口
以
上
）

吉
江　

章
次

生
方　

保
光

（
30
口
以
上
）

上
原　

達
夫

（
20
口
以
上
）

入
沢
市
太
郎

永
井　

国
光

高
橋　

昭
江

〈
沼
田
中
支
部
〉

（
210
口
以
上
）

井
之
川
み
ち
江

（
140
口
以
上
）

山
崎　

一
利

（
130
口
以
上
）

桜
井　

五
一

（
70
口
以
上
）

森
部
も
と
ゐ

（
10
口
以
上
）

石
川
恵
美
子

〈
沼
田
西
支
部
〉

（
550
口
以
上
）

小
林　

浩
子

（
320
口
以
上
）

岡
嶋　

禎
子

（
240
口
以
上
）

齋
藤　

光
雄

（
160
口
以
上
）

手
島　
　

茂

（
130
口
以
上
）

中
村
栄
一
郎

桜
沢　

金
男

（
80
口
以
上
）

鈴
木　

英
世

（
50
口
以
上
）

小
熊　

一
郎

（
40
口
以
上
）

金
子　

京
子

（
30
口
以
上
）

桑
原　

金
次

（
10
口
以
上
）

原
澤
ま
さ
乃

〈
沼
田
南
支
部
〉

（
820
口
以
上
）

菅
沼　

孫
八

（
530
口
以
上
）

伊
藤　

亮
祐

（
210
口
以
上
）

深
代　

徳
善

（
110
口
以
上
）

横
坂　
　

明

（
100
口
以
上
）

鳥
羽　

昭
雄

（
90
口
以
上
）

宮
下　

祐
作

（
30
口
以
上
）

小
野
瀬
和
男

〈
沼
田
北
支
部
〉

（
2210
口
以
上
）

永
井　

達
郎

（
1710
口
以
上
）

中
澤　

竹
雄

（
1170
口
以
上
）

萩
原
マ
ス
エ

（
1120
口
以
上
）

角
田　

正
男

（
440
口
以
上
）

高
橋　

雄
二

（
400
口
以
上
）

増
田　

幾
三

（
370
口
以
上
）

中
島
ユ
ミ
子

bbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbb

bbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbb

bbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbb

よ
う

　

 

こ
そ

新
し
い
仲
間

▼
10
月
の
新
加
入
者
は
名
義
変
更
を
含
め
て
二
一
五
人
で
し
た
。（
敬
称
略
）

▼
10
月
の
増
資
は
一
、六
七
三
人
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
一
覧
へ
の
紹
介
は
、
紙
面
の
都
合
上
10
口
単
位
に
到
達
し
た

　

七
三
三
人
の
方
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
ご
了
承
下
さ
い
。　
　
（
敬
称
略
）

10
月
分

増
資
者
一
覧

▼
毎
月
一
万
円
単
位
に
到
達
し
た
方
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す

10
月
の

新
加
入
者

万
一
に
備
え
災
害
訓
練

　

11
月
17
日
（
土
）、
県
指
定
の

災
害
拠
点
病
院
で
あ
る
利
根
中
央

病
院
の
外
来
フ
ロ
ア
で
、
第
6
回
院

内
災
害
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
ガ
ス
爆
発
に
よ
る
建

物
倒
壊
で
、
一
度
に
40
人
の
傷
病

者
が
次
々
に
搬
入
さ
れ
て
き
た
想

定
で
す
。

　

病
院
長
を
中
心
に
災
害
対
策
本

部
を
直
ち
に
立
ち
上
げ
、
緊
急
招

集
さ
れ
た
医
師
・
看
護
師
を
は
じ

め
、
多
職
種
ス
タ
ッ
フ
が
３
つ
の

ゾ
ー
ン
に
分
か
れ
て
、
重
症
度
別

に
迅
速
診
断
・
治
療
に
あ
た
る
と

い
う
実
践
的
な
訓
練
で
す
。

　

本
格
的
な
怪
我
の
化
粧
を
し

て
役
作
り
し
た
模
擬
患
者
は
、

「
痛
い
」「
早
く
診
て
く
れ
」
と

連
呼
。
処
置
中
に
症
状
が
急
変
し

床
に
倒
れ
込
む
患
者
な
ど
迫
真
の

演
技
。
医
療
ス
タ
ッ
フ
は
本
番
同

様
の
緊
張
感
で
、
全
身
観
察
や
緊

急
処
置
、
職
員
間
の
連
携
な
ど
を

再
確
認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
利
根
沼
田
広
域
消
防
と

「
新
し
い
仲
間
」と「
増
資
者
一
覧
」の

紹
介
に
つ
い
て

　

新
規
加
入
の
方
に
つ
い
て
は
、

加
入
時
に
「
生
協
の
個
人
情
報
の

利
用
目
的
」
を
確
認
し
て
い
た
だ

き
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、「
増

資
者
一
覧
」
に
つ
い
て
は
、
増
資

の
際
、
10
口
単
位
の
到
達
時
に
掲

載
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
欄
へ
の

掲
載
を
望
ま
れ
な
い
方
は
、（
電
話

22
６
０
６
０
）
生
協
本
部
総
務
部

ま
で
お
申
し
出
下
さ
い
。

11月 10日（土）利根中央病院講堂にて

　11月 10日（土）、40組の両親・祖母
と兄弟ら約 100人が参加。各職種の協力
で相談コーナー、ベビーマッサージ、

手遊び、弦楽三重奏の演奏などで楽しく交流が
できました。

小
野
塚
利
津

真
庭　

和
幸

吉
田　

和
恵

（
10
口
以
上
）

松
本　

明
江

貝
瀬　

裕
介

〈
池
田
支
部
〉

（
1230
口
以
上
）

細
川　

三
夫

（
550
口
以
上
）

高
山　

せ
ん

（
130
口
以
上
）

能
登
藤
一
郎

（
120
口
以
上
）

高
山　

善
市

（
110
口
以
上
）

角
田　

春
視

大
島　

俊
二

亀
岡　

衣
代

木
村　

正
栄

大
嶋　

政
美

（
100
口
以
上
）

和
田　
　

稔

大
嶋　

利
雄

吉
沢　

春
夫

（
80
口
以
上
）

鈴
木　

広
志

牧
野　

好
男

（
70
口
以
上
）

斉
藤　

武
市

斉
藤　

幸
作

宮
田　

秋
治

（
60
口
以
上
）

酒
井　

谷
雄

（
40
口
以
上
）

吉
沢　

祐
一

宮
田　

金
治

（
30
口
以
上
）

田
村　
　

仁

（
20
口
以
上
）

戸
部　

辰
雄

角
田　

良
雄

小
林　

一
三

生
方
き
よ
み

〈
薄
根
支
部
〉

（
210
口
以
上
）

加
藤　

山
吉

（
150
口
以
上
）

久
枝　
　

允

（
140
口
以
上
）

七
五
三
木
た
つ
ゑ

（
110
口
以
上
）

穂
苅　

勝
代

（
70
口
以
上
）

片
野
由
美
子

飯
塚
サ
ツ
キ

（
30
口
以
上
）

加
藤　

文
夫

関
口　
　

諭

穂
苅　

玄
子

（
20
口
以
上
）

七
五
三
木
正
之

阿
部　

隆
志

沼
田　

康
子

〈
川
田
支
部
〉

（
60
口
以
上
）

塩
野　

四
郎

（
50
口
以
上
）

深
津
祐
一
郎

（
20
口
以
上
）

宮
下　

順
一

（
10
口
以
上
）

桑
原　

威
昭

〈
白
沢
支
部
〉

（
270
口
以
上
）

西
川　

昌
弘

（
210
口
以
上
）

矢
代　

彰
威

（
180
口
以
上
）

中
村　

光
夫

（
170
口
以
上
）

中
村
シ
ズ
コ

（
130
口
以
上
）

稲
垣　

茂
治

内
山
ミ
エ
子

（
120
口
以
上
）

阿
部　
　

等

渡
辺　

ひ
で

石
坂　

源
吉

宮
代
佐
代
子

（
110
口
以
上
）

田
村
広
太
郎

大
塚
志
津
代

須
田　

裕
子

（
100
口
以
上
）

五
百
久
富
治

熊
木　

春
男

綿
貫　

幸
次

（
90
口
以
上
）

阿
部　

幸
雄

丸
茂　

ユ
キ

（
80
口
以
上
）

大
久
保
源
一

阿
部　

正
子

野
林　

い
そ

（
70
口
以
上
）

高
橋　

君
子

（
60
口
以
上
）

加
藤　
　

忠

須
藤　

賢
治

小
野　
　

一

羽
鳥　

孝
子

（
50
口
以
上
）

阿
部　

宗
明

中
島　

博
信

木
村　

和
男

佐
藤
コ
ト
子

中
島
あ
い
子

山
田
巳
弥
男

髙
橋
紀
久
代

（
40
口
以
上
）

林　

八
十
三

本
田　
　

章

大
塚　
　

正

小
林　

貞
夫

南
雲
ケ
イ
子

（
30
口
以
上
）

高
柳　

尚
弘

鈴
木　

永
寿

鈴
木　
　

正

味
戸　

和
雄

小
林　
　

洋

小
林　
　

聡

髙
柳
な
お
み

（
20
口
以
上
）

田
原　

上
男

須
藤　

安
平

須
藤　

春
樹

堀
川　

邦
子

阿
部　

里
子

（
10
口
以
上
）

山
元　

正
則

河
野　

宏
子

木
村　

則
泰

阿
部　

時
司

〈
新
治
支
部
〉

（
1010
口
以
上
）

大
坪
富
美
子

（
970
口
以
上
）

安
達　
　

澄

（
890
口
以
上
）

林　
　

利
雄

（
570
口
以
上
）

本
多　

広
子

（
420
口
以
上
）

小
林
太
一
郎

（
370
口
以
上
）

本
多　
　

勇

（
350
口
以
上
）

田
村　

照
代

（
310
口
以
上
）

佐
藤
勝
次
郎

（
300
口
以
上
）

大
川　

善
夫

（
360
口
以
上
）

杉
野　

甚
太

（
230
口
以
上
）

登
坂
彦
太
郎

（
150
口
以
上
）

長
塩　

玄
雄

（
80
口
以
上
）

生
方　

秀
二

（
70
口
以
上
）

小
林
ト
シ
子

（
60
口
以
上
）

茂
木　
　

愛

横
坂　

勇
次

木
暮　

ハ
ツ

（
50
口
以
上
）

星
野　

昭
江

（
40
口
以
上
）

中
村　

邦
二

勝
見
と
み
子

今
泉　

和
喜

（
20
口
以
上
）

島
方　
　

孝

（
10
口
以
上
）

富
沢　
　

正

〈
利
南
支
部
〉

（
1170
口
以
上
）

織
田
沢
澄
世

（
970
口
以
上
）

林　
　

マ
ツ

（
600
口
以
上
）

増
田　

安
男

（
570
口
以
上
）

大
脇　

仙
吉

（
330
口
以
上
）

氏
家　
　

孝

（
270
口
以
上
）

関
本　
　

桂

（
230
口
以
上
）

石
田
智
恵
子

鈴
木　

鈴
子

（
180
口
以
上
）

宇
敷　

和
夫

（
170
口
以
上
）

弘
重　

米
子

（
140
口
以
上
）

織
田
沢
豊
次

（
130
口
以
上
）

堀　
　

貞
一

宮
澤　
　

賢

（
120
口
以
上
）

星
野　

寅
雄

小
出
八
重
子

（
110
口
以
上
）

金
井　

豊
博

（
90
口
以
上
）

若
林　
　

宏

（
80
口
以
上
）

霜
垣　

マ
ツ

（
70
口
以
上
）

安
藤　

辰
男

星
野
富
士
子

高
山　

ふ
み

（
60
口
以
上
）

津
久
井
源
二

池
田
美
津
雄

鈴
木　

孝
二

（
50
口
以
上
）

金
子　
　

広

馬
場　

義
機

角
田　

茂
雄

金
井
塚
ト
キ
ヱ

（
40
口
以
上
）

山
口
俊
太
郎

赤
間
フ
キ
エ

関
口　
　

稔

（
30
口
以
上
）

若
月
幸
太
郎

武
井　

光
夫

石
神　

長
一

片
野　

貞
二

勝
見　

幸
造

（
20
口
以
上
）

大
和
田
武
志

（
130
口
以
上
）

後
藤　

正
夫

（
120
口
以
上
）

高
橋　

視
朗

中
澤　

隆
夫

（
110
口
以
上
）

須
藤　

ち
よ

角
田　
　

実

須
藤
ち
ひ
ろ

（
100
口
以
上
）

都
丸　

富
子

斉
藤　

栄
二

木
村
か
よ
子

（
90
口
以
上
）

石
井　

久
恵

今
井　
　

肇

（
80
口
以
上
）

篠
田
す
み
江

玉
腰　

幸
三

（
70
口
以
上
）

長
谷
川
悦
三

高
野　

良
三

（
60
口
以
上
）

鈴
木
日
出
雄

（
50
口
以
上
）

阿
部　

民
雄

佐
藤　

将
己

内
田　
　

稔

佐
藤　

一
明

（
30
口
以
上
）

桑
原
ア
サ
子

（
20
口
以
上
）

高
橋　

光
夫

金
子　

正
造

登
坂　

保
之

〈
月
夜
野
西
支
部
〉

（
1270
口
以
上
）

丸
山　
　

功

（
200
口
以
上
）

宮
沢　

善
吉

（
130
口
以
上
）

阿
部　
　

勝

（
60
口
以
上
）

金
古
俊
一
郎

（
30
口
以
上
）

原
沢
カ
ヅ
ヨ

〈
水
上
支
部
〉

（
2600
口
以
上
）

穂
苅　

清
一

（
2210
口
以
上
）

小
崎
洋
一
郎

（
360
口
以
上
）

小
林　

忠
雄

（
340
口
以
上
）

木
村　

タ
ケ

（
240
口
以
上
）

高
柳　

初
雄

（
220
口
以
上
）

田
村　

末
子

（
210
口
以
上
）

笛
木　
　

馨

（
200
口
以
上
）

雲
越　

万
枝

鈴
木　

美
男

中
澤　

住
一

（
190
口
以
上
）

須
藤　
　

晃

（
180
口
以
上
）

市
村
四
五
郎

阿
部　

圭
助

阿
部
直
三
郎

（
160
口
以
上
）

小
林　

真
一

（
150
口
以
上
）

鈴
木　

敏
雄

（
140
口
以
上
）

阿
部　
　

功

中
島　

克
弥

宇
津
木
彦
久

廣
田　

初
枝

木
村　

京
子

（
120
口
以
上
）

小
林　

充
義

（
110
口
以
上
）

中
村　

当
子

小
林　

正
一

（
100
口
以
上
）

宇
敷　

誠
一

（
80
口
以
上
）

韮
山　

芳
美

中
村　

守
一

（
60
口
以
上
）

小
野　

要
二

高
瀬　
　

勝

（
50
口
以
上
）

七
五
三
木
好
美

宮
田
富
士
夫

（
20
口
以
上
）

桑
原　

富
夫

〈
利
根
北
支
部
〉

（
800
口
以
上
）

金
子　

和
一

（
190
口
以
上
）

金
子　

英
雄

（
160
口
以
上
）

加
藤　

周
子

（
120
口
以
上
）

中
澤　

貞
祇

（
90
口
以
上
）

金
子　

定
男

（
80
口
以
上
）

星
野　

定
雄

藤
井
ミ
ヨ
子

（
70
口
以
上
）

星
野　
　

猷

金
子　

徳
司

（
60
口
以
上
）

中
澤　

和
義

（
50
口
以
上
）

中
沢　

泰
幸

中
沢　

幸
雄

（
40
口
以
上
）

藤
井　

岡
三

金
子　

弘
光

金
子　

明
美

（
30
口
以
上
）

中
澤　

康
江

（
20
口
以
上
）

金
子　

与
喜

高
橋
美
佐
子

小
林
き
み
子

中
澤　

清
子

星
野　
　

功

金
子　

槇
子

〈
利
根
南
支
部
〉

（
380
口
以
上
）

鈴
木　

照
夫

鈴
木　

隆
夫

（
240
口
以
上
）

沢
口　

誠
市

（
200
口
以
上
）

角
田　

一
男

（
180
口
以
上
）

沢
口　

筆
法

（
170
口
以
上
）

沢
口　

定
吉

（
160
口
以
上
）

鈴
木　

宏
政

（
110
口
以
上
）

鈴
木　

美
夫

（
90
口
以
上
）

鈴
木　

慶
寿

（
80
口
以
上
）

鈴
木　

真
一

高
田　

真
市

（
70
口
以
上
）

鈴
木　

章
雄

鈴
木　

邦
夫

（
40
口
以
上
）

鈴
木　

光
男

（
20
口
以
上
）

角
田
キ
ヨ
エ

〈
片
品
支
部
〉

（
270
口
以
上
）

山
岸
タ
ツ
子

（
260
口
以
上
）

有
馬　

勝
雄

（
250
口
以
上
）

岡
田　

し
ん

（
180
口
以
上
）

土
田
鹿
太
郎

（
110
口
以
上
）

山
崎　

節
士

河
合　

治
夫

原
沢　

保
雄

田
村　
　

登

（
100
口
以
上
）

宮
内
ち
ゐ
子

堤　

き
よ
子

（
90
口
以
上
）

山
口　

泰
弘

（
80
口
以
上
）

林　
　
　

弘

細
矢　
　

武

（
70
口
以
上
）

平
田　

正
夫

森
下　

末
子

田
村　

幸
雄

原
沢　

玲
子

（
60
口
以
上
）

松
井　

龍
雄

佐
藤　

茂
雄

小
林　

助
治

岡
田　

洋
一

小
林　

雅
子

太
田
ヒ
サ
子

神
保　

愛
子

（
50
口
以
上
）

北
村　

紀
次

石
坂
佐
久
衛

林　
　
　

勇

（
40
口
以
上
）

神
保　
　

克

林　

い
さ
子

（
30
口
以
上
）

千
明　

和
雄

井
口　

説
子

（
20
口
以
上
）

河
合　

利
雄

木
内
己
登
理

二
階
堂
文
春

高
橋　
　

民

（
10
口
以
上
）

笛
木
み
よ
の

〈
昭
和
東
支
部
〉

（
850
口
以
上
）

林　
　

一
郎

（
310
口
以
上
）

柄
澤　

英
一

（
170
口
以
上
）

原　
　

照
雄

（
150
口
以
上
）

（
340
口
以
上
）

萩
原　

日
郎

（
190
口
以
上
）

星
野　

幸
市

（
150
口
以
上
）

星
野　

公
平

（
140
口
以
上
）

米
山　

武
雄

（
130
口
以
上
）

千
明　

錦
作

田
辺　

順
一

大
竹　

将
彦

須
藤　

加
一

星
野　

和
助

（
120
口
以
上
）

桑
原
藤
太
郎

（
100
口
以
上
）

青
木　

良
明

（
90
口
以
上
）

星　
　

十
一

小
野
正
三
郎

（
70
口
以
上
）

萩
原　

一
男

（
60
口
以
上
）

須
藤　

勝
重

（
50
口
以
上
）

萩
原　

重
夫

狩
野　
　

登

大
竹　

恵
子

（
40
口
以
上
）

岡
田　

克
夫

（
30
口
以
上
）

柿
崎
良
四
郎

（
10
口
以
上
）

吉
野　

節
子

〈
川
場
支
部
〉

（
210
口
以
上
）

信
沢　

容
子

（
130
口
以
上
）

福
崎　

卯
平

（
120
口
以
上
）

堀
上
仁
左
エ
門

（
110
口
以
上
）

津
久
井
俊
雄

（
100
口
以
上
）

松
井
正
次
郎

（
90
口
以
上
）

菅
沼　

八
郎

（
80
口
以
上
）

藤
田　

忠
孝

（
50
口
以
上
）

髙
井　

安
雄

関　
　

邦
晴

（
30
口
以
上
）

松
井　
　

克

久
保
田
善
一

（
20
口
以
上
）

今
井　
　

満

（
10
口
以
上
）

今
井
登
美
次

金
子　

寛
一

〈
月
夜
野
東
支
部
〉

（
1520
口
以
上
）

小
林　

一
義

（
1350
口
以
上
）

真
庭　

利
治

（
1060
口
以
上
）

吉
澤　

嘉
子

（
600
口
以
上
）

尾
崎　

孝
男

（
550
口
以
上
）

藤
原　

晃
長

（
520
口
以
上
）

真
庭　

一
男

（
230
口
以
上
）

藤
原　

大
寿

（
170
口
以
上
）

野
村　

雅
吉

（
160
口
以
上
）

藤
原　

光
長

（
140
口
以
上
）

千
明　

精
一

林　
　

忠
明

（
120
口
以
上
）

金
子　

啓
一

（
90
口
以
上
）

鈴
木　

博
充

根
岸　

幸
子

（
80
口
以
上
）

石
井　

幸
夫

（
50
口
以
上
）

高
橋　

巻
寿

生
方
一
ノ
助

（
40
口
以
上
）

高
橋　

初
男

星
野　

博
信

（
20
口
以
上
）

星
野
か
ね
子

〈
昭
和
南
支
部
〉

（
410
口
以
上
）

藤
井　

愛
作

（
210
口
以
上
）

堤　
　

泰
洋

（
90
口
以
上
）

山
口　

義
一

（
50
口
以
上
）

高
橋　

栄
一

（
40
口
以
上
）

宮
下　

里
美

（
30
口
以
上
）

藤
井　

淑
正

〈
高
山
支
部
〉

（
4050
口
以
上
）

木
村
朝
次
郎

（
200
口
以
上
）

山
口　

久
男

（
150
口
以
上
）

山
田　

ハ
ナ

（
130
口
以
上
）

後
藤　

祐
良

（
110
口
以
上
）

深
代　

次
雄

（
80
口
以
上
）

関　
　

一
恵

（
70
口
以
上
）

深
代　

仁
平

（
60
口
以
上
）

林　

公
三
郎

霜
田　
　

豊

（
20
口
以
上
）

後
藤　

三
郎

深
代　

正
利

〈
中
之
条
町
〉

（
90
口
以
上
）

宮
崎　

俊
夫

〈
職
域
〉

（
80
口
以
上
）

星
野　

増
夫

（
30
口
以
上
）

川
田　

正
樹

bbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbb

bbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbb

bbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbb

bbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbb

bbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbb

bbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbb

bbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbb

bbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbb

　
　

利
根
沼
田
広
域
消
防
と
当
院
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
が
連
携　
　

当
院
の
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
（
災
害
派
遣
医

療
チ
ー
ム
）
に
よ
る
災
害
現
場
で
の

救
出
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
見

て
、
当
院
の
役
割
の
大
切
さ
を
実

感
し
た
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。

【
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
】

　

厚
生
労
働
省
の
認
め
た
専
門
的

な
訓
練
を
受
け
た
医
療
チ
ー
ム
で

救
急
治
療
を
目
的
と
し
被
災
地
に

迅
速
に
駆
け
つ
け
ま
す
。
そ
の
活

動
は
災
害
発
生
か
ら
48
時
間
以
内

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

第28回 赤ちゃん同窓会



一人は万人のために 万人は一人のために

歩数の目安は 10 分で 1,000 歩、室内での足踏みも効果は同じです。コタツに入っているだけでなく、イスから立ったり座ったりも一定の効果が。

（３） 第519号2012年12月１日（毎月1回1日発行）

10月班会開催一覧

持
て
成
し
の
出
来
ぬ
詫
び
ご
と
と
ろ
ろ
汁

対
岸
の
柿
た
わ
わ
な
り
過
疎
進
む

十
三
夜
八
十
路
の
想
い
月
に
告
げ

燈
火
親
し
手
擦
れ
の
跡
の
残
る
辞
書

ど
こ
か
ら
か
秋
刀
魚
の
匂
い
風
に
乗
り

ひ
ら
ひ
ら
と
落
葉
呑
み
込
む
ひ
か
る
湖

熟
し
柿
落
ち
る
音
し
て
夜
の
更
け
る

雨

上
り
光
る
紅

葉
の
艶
や
か
さ

立
て
直
す
残

菊
の
横
に
光
る
雨

雨
上
る
光
り
に
染
ま
る
夕
紅
葉

猿
蟹
合
戦
始
ま
り
さ
う
な
柿
日
和

冬
と
な
る
音
を
ち
こ
ち
に
夜
の
静
寂

樟
脳
の
か
す
か
に
匂
ふ
冬
着
か
な

今

朝
の
岳

初

冠

雪
の
薄

化

粧

老
の
手

を

急

か
す

畑
に

雪

蛍

昭
和
村
糸
井
　
須
藤
　
澄
子

沼
田
市
上
久
屋
町
　
坂
田
　
保
男

昭
和
村
貝
野
瀬
　
梅
沢
　
ま
つ

昭
和
村
森
下
　
真
下
　
章
子

沼
田
市
榛
名
町
　
花
茂
　
喜
右

沼
田
市
材
木
町
　
小
林
永
久
子

沼
田
市
久
屋
原
町
　
氏
家
　
　
孝

沼
田
市
西
倉
内
町
　
高
井
す
み
子

沼
田
市
東
原
新
町
　
星
野
　
照
子

沼
田
市
柳
町
　
林
　
　
勇
治

沼
田
市
岡
谷
町
　
金
子
　
千
春

沼
田
市
栄
町
　
貝
瀬
　
久
代

高
山
村
中
山
　
飯
塚
　
耀
子

み
な
か
み
町
下
牧
　
高
橋
　
勝
巳

沼
田
市
上
発
知
町
　
山
田
千
恵
子

も
え
て
散
る
紅
葉
の
い
の
ち
喜
寿
に
酌
む

木
枯
一
番
野
合
い
そ
が
し
総
選
挙

新
生
党
当
座
し
の
ぎ
の
寄
り
合
い
所

み
な
か
み
町
藤
原
　
吉
野
　
仍
次

高
山
村
中
山
　
木
村
　
浅
城

み
な
か
み
町
相
俣
　
三
国
路
青
猿

冬
を
越
す
備
へ
す
る
ら
し
谷
ひ
と
つ
離
り
し
と
こ
ろ
に
杭

う
つ
音

松
の
木
に
か
ら
む
嶌
の
葉
紅
く
染
み
赤
城
山
背
に
夕
陽
の
映
ゆ
る

　会
友
の
文
化
功
労
章
吾
が
事
に
ま
さ
り
て
嬉
し
秋
の
祝
日

　
　
枯
葉
つ
む
軒
の
間
に
さ
み
ど
り
の
大
蟷
螂
は
今
朝
を
動
か
ず

　尺
八
に
合
わ
せ
て
老
ら
の
歌
ひ
ゐ
る
唱
歌
「
故
郷
」
笑
顔

に
満
ち
て

落
つ
る
葉
の
日
ご
と
増
し
ゆ
き
冬
空
に
凜
と
立
ち
居
る
銀

杏
裸
木
は

庭
中
の
フ
ラ
コ
コ
を
揺
ら
す
母
と
子
を
小
春
日
の
日
射
し

柔
く
包
め
る

七
五
三
曾
孫
三
人
正
装
し
神
主
の
声
に
元
気
に
答
へ
り
　

　小
雨
降
る
高
速
道
を
牛
た
ち
は
ト
ラ
ッ
ク
に
揺
ら
れ
霧
に

消
へ
行
く

み
な
か
み
町
栗
沢	

真
　
庭
　
義
　
夫

　沼
田
市
上
原
町	

吉
　
野
　
秋
　
子

　沼
田
市
高
橋
場
町	

田
　
島
　
智
　
恵

　沼
田
市
高
橋
場
町	

笛
　
木
　
睦
　
子

　み
な
か
み
町
湯
原	

羽
　
鳥
　
孝
　
子

　沼
田
市
上
沼
須
町	

大
　
竹
　
春
　
江

　沼
田
市
白
沢
町
　	

飯
　
田
　
清
　
子

　み
な
か
み
町
下
津	

原
　
沢
　
貞
　
子

　昭
和
村
森
下	

倉
　
沢
　
さ
な
へ

班会あれこれ
おらがまちの

認知症予防
５年ぶりの班会「よかった」「これからも行い
たい」と計画たてる。

新治　須川谷地班

大腸がんチェック
４１回目の大腸がんチェックを行う。

かぜインフルエンザについて・尿チェック
感染症予防に手洗い方法学ぶ。

月夜野東　後閑上入下入班

新病院建設について・体組成チェック
通院支援はどうなるのかなど意見交換が行われました。

利南　栄町合同班

インフルエンザ・肺炎について
予防接種の必要性を学ぶ、通院支援なども
話題にあがる。　　　　　　　　　　　　

川田　宮塚班

沼田東
　西原・東原合同班

	

締
切
り
12
月
14
日

新
年
号
作
品
募
集
中

	

連
絡
先
も
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

支部名 班　名 班長 ・代表名 人数 班 会 内 容

沼田東 上原町 6-2 村田　定蔵 3 胃・大腸・肺がんについて

上原町 9-1 星野　榮子 3 胃・大腸・肺がんについて

材木町 1 小野　のぶ 5 紙芝居（七色バット）・体組成

上原町 10-2 桑原　徳枝 5 温泉班会

西原新町 11-1 得能　淑子 5 大腸がんチェック

材木町 11-3 小林永久子 5 インフルエンザ・肺炎の話

沼田中 西倉内町 7-1 田中　穂積 4 義歯のはなし

西倉内町 ４ 宮前　寿子 3 義歯のはなし

沼田西 榛名町 8-2 金子　くら 3 感染症について

榛名町 8-1 宮内はつえ 3 感染症について

薄根町 6-5 片野　敏雄 5 元気な脳の作り方

薄根町 6-1 佐藤　郁子 8 足指力チェック

沼田南 鍛冶町 10 馬場半次郎 3 目の病気について

鍛冶町 5 下　　ろく 3 目の病気について

利　南 上久屋馬場 織田澤澄世 5 大腸がんチェック

戸鹿野町１、２ 星野　早苗 7 腰痛体操

池　田 上発知町 坂上 角田　　清 4 足指力・認知症の話

上発知町 坂下 斉藤　幸作 4 足指力・認知症の話

上発知町 河原形 石川　勝行 3 足指力・認知症の話

薄  根 硯田町 上 小林　順一 4 大腸がんチェック

硯田町 下 金子　幸子 5 大腸がんチェック

川　田 下川田町 宮塚１ 深津　文子 5 インフルエンザ・肺炎の話

下川田町 宮塚３ 深津　京子 5 インフルエンザ・肺炎の話

白　沢 尾合 上 角田　梅子 6 骨密度測定・骨粗鬆症の話

生枝合同 中村　節枝 7 足指力チェック・七色バット

生枝合同 林　　勝江 6 足指力チェック・七色バット

利根北 追貝合同 小林　喜市 9 スマイルボーリング・筋トレ

穴原 1･2 中澤　貞祇 10 感染対策・足指力チェック

高戸谷合同 加藤　眞喜 8 目の健康について

片　品 菅沼 ２ 星野　　司 5 腰痛体操・ころばん体操

川　場 中野合同 宮田富美子 9 温泉班会

月夜野東 後閑 上入 佐藤　　興 4 体組成・尿チェック

後閑 下入 渋谷　典子 5 体組成・尿チェック

政所合同 尾崎　雅子 3 笑いの効用

真庭合同 真庭　利治 3 笑いの効用

真庭合同 中村　秀夫 3 笑いの効用

水　上 藤原 山口 渡辺　勇三 9 ボケの話・足指力

鹿野沢 1-2 武田　澄江 3 健康体操・歌

鹿野沢 2-1 小幡サチ子 3 健康体操・歌

鹿野沢 3-2 須田　裕子 3 健康体操・歌

鹿野沢 ４ 木村　初恵 3 健康体操・歌

鹿野沢 芦間上 黒田　初枝 3 健康体操・歌

鹿野沢 芦間下 1 羽鳥　孝子 3 健康体操・歌

新　治 須川 十二河原 田村　照代 4 指圧

須川 上 廣瀬　せき 3 セラバンド体操・足指力

須川 下 1 細川　芳江 3 セラバンド体操・足指力

須川 下 2 細川八千代 3 セラバンド体操・足指力

猿ヶ京合同 高橋よね子 9 体操・歌・ゲーム

猿ヶ京合同 都丸　君子 8 体操・歌・ゲーム

昭和東 糸井 中宿 須藤　澄子 5 骨密度測定・骨粗鬆症の話

昭和南 川額 入原上 1 板橋きみ江 4 新病院建設、一坪増資の話

川額 入原中 堤　　栄子 4 新病院建設、一坪増資の話

川額 入原下 1 高橋　和子 6 新病院建設、一坪増資の話

川額 入原上２ 青木　みね 4 新病院建設、一坪増資の話

川額 入原下２ 堤　ツネ子 5 新病院建設、一坪増資の話

職域・他 レインボー班 岡嶋　禎子 8 レインボー体操・ラジオ体操

レインボー班 岡嶋　禎子 11 レインボー体操

レインボー班 岡嶋　禎子 7 レインボー体操・ラジオ体操

病棟・他 ふれあいの輪 西畠みどり 12 レインボー体操

3階中病棟 星　　優子 8 痴呆予防指先体操

統計 60回 309人

①さつまいもは皮のついたまま７～８mm厚の半月
切りにし、水につけてアクを抜く。
②鍋に①と水をいれて火にかけ、表面が透明にな
るまで茹でる。
③②の茹で汁をきり、干しぶどう、牛乳、バター、
砂糖、塩を加え中弱火で汁けがなくなるぐらい
まで煮る。
④もりつけをする。

　さつまいもは過熱によるビタミンCの損失が少ないた
め、１日の必要量をとることができます。便秘はもちろ
ん肌荒れ、シミ、ソバカス、大腸がん予防にもなります。

□作り方□

（栄養課　春日　広光）

□ 材料（２人分）

さつまいも……………………… 150g
干しぶどう…………………… 大さじ1
牛乳……………………………… 100ml
バター………………………… 小さじ1
砂糖…………………………… 小さじ2
塩…………………………… ひとつまみ

さつまいものミルク煮

 11 月 13 日に、つきよの虹ホールを利用した行事として「布
ぞうり教室」を行いました。水上支部の雲越萬枝理事の指導
のもと 6 人の参加があり、色とりどりの布を持ちより作成に
取り組みました。１回では完成まで至らず２回目を 12 月に予
定しました。

布
ぞ
う
り
教
室



期間：12月3日（月）〜12月7日（金）
　　　12月10日（月）〜12月14日（金）
時間：17：00〜19：00
対象：高校生以上
受付：医事課外来（予約不要）

実際に一日の平均歩数は、20 歳以上の男性で約 7,000 歩、女性で約 6,000 歩です。1 万歩が習慣になるようにしていきましょう。

肝臓に中性脂肪が
　　　　　たまると…

飲
酒
と
肝
臓
病

　

体
内
に
吸
収
さ
れ
た
ア
ル
コ
ー

ル
は
肝
臓
へ
運
ば
れ
ま
す
。
そ
こ

で
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
と
水
素
に

分
解
さ
れ
、
さ
ら
に
ア
セ
ト
ア
ル

デ
ヒ
ド
は
酢
酸
と
水
素
に
分
解
さ

れ
て
最
終
的
に
炭
酸
ガ
ス
と
水
に

な
っ
て
体
外
へ
排
出
さ
れ
ま
す
。

ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
が
血
液
中
に

増
え
る
と
酔
っ
ぱ
ら
っ
た
状
態
に

な
り
ま
す
。
こ
の
ア
セ
ト
ア
ル
デ

ヒ
ド
を
分
解
す
る
酵
素
が
多
い
か

少
な
い
か
は
、
性
別
差
、
個
人
差

が
あ
り
、
ア
ル
コ
ー
ル
に
強
い
か

弱
い
か
を
決
め
て
い
ま
す
。

　

ア
ル
コ
ー
ル
が
体
内
に
入
っ
て

く
る
と
、
肝
臓
の
中
で
は
一
生
懸

命
に
こ
の
分
解
の
作
業
を
行
い
ま

す
。
い
つ
も
は
余
剰
能
力
の
あ
る

肝
臓
で
す
が
、
連
日
た
く
さ
ん
の

お
酒
を
飲
む
と
、
休
む
暇
が
な
く

疲
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
ア

ル
コ
ー
ル
の
飲
み
過
ぎ
に
よ
り
肝

臓
の
処
理
能
力
を
超
え
て
し
ま
っ

た
場
合
は
、
肝
臓
内
に
中
性
脂
肪

が
た
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ

が
ア
ル
コ
ー
ル
性
脂
肪
肝
で
す
。

　

肝
臓
に
脂
肪
が
た
ま
っ
て
く
る

と
、
肝
臓
そ
の
も
の
の
機
能
が
果

た
せ
な
く
な
っ
て
き
ま
す
。
そ
れ

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
じ
よ
う
に

お
酒
を
飲
み
続
け
る
と
肝
細
胞
が

線
維
状
（
ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
線
維

症
）
に
な
り
、
更
に
飲
み
続
け
る

と
、
肝
臓
が
硬
く
な
っ
て
し
ま
う

ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
硬
変
に
な
り
ま

す
。
肝
硬
変
が
進
行
す
る
と
黄

疸
、
腹
水
、
肝
性
脳
症
、
食
道
胃

静
脈
瘤
等
の
様
々
な
症
状
が
出
現

し
、
生
命
の
維
持
が
困
難
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
肝
硬
変
に
な
る
と

肝
癌
の
合
併
の
危
険
が
高
く
な
り

ま
す
。

　

慢
性
的
な
経
過
だ
け
で
は
な

く
、
大
量
飲
酒
を
き
っ
か
け
に
短

期
間
に
急
性
肝
炎
（
ア
ル
コ
ー
ル

性
肝
炎
）、
肝
不
全
を
起
こ
す
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
こ
ち
ら
も
重
篤

化
す
る
と
命
の
危
険
が
あ
り
ま

す
。

　

肝
臓
病
に
関
連
し
て
少
々
怖
い

話
も
含
め
て
ア
ル
コ
ー
ル
の
弊
害

の
話
を
し
ま
し
た
。
と
は
い
え
私

も
、
ほ
ぼ
毎
日
飲
酒
を
し
ま
す
。

一
日
に
ビ
ー
ル
三
五
〇
㎖
程
度
で

す
が
。
お
酒
は
強
い
ほ
う
で
は
な

い
の
で
す
が
、
ビ
ー
ル
好
き
で
飲

む
と
体
と
頭
の
緊
張
が
ほ
ぐ
れ
、

一
日
の
疲
れ
が
と
れ
る
気
が
し
ま

す
。
宴
会
の
席
で
も
、
普
段
は
話

せ
な
い
よ
う
な
率
直
な
会
話
が
で

き
る
等
、
ア
ル
コ
ー
ル
は
人
間
関

係
を
円
滑
に
す
る
潤
滑
油
の
よ
う

な
役
割
を
し
ま
す
。

　
「
勤
労
は
日
々
を
豊
か
に
し
、

酒
は
日
曜
日
を
幸
福
に
す
る
」
フ

ラ
ン
ス
の
詩
人
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
の

言
葉
で
す
。
あ
く
ま
で
飲
酒
は
人

生
の
ス
パ
イ
ス
で
あ
り
、
お
酒
で

人
生
を
狂
わ
せ
ぬ
よ
う
、
ほ
ど
ほ

ど
に
付
き
合
い
た
い
も
の
で
す
。

Ｔ
）
が
ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
障
害
の

方
の
特
徴
で
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
性

肝
障
害
の
初
期
段
階
で
は
禁
酒
や

食
事
に
気
を
付
け
る
だ
け
で
肝
臓

を
正
常
に
戻
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
肝
機
能
障
害
に
加
え
て
血
小

板
、
ア
ル
ブ
ミ
ン
値
が
正
常
値
よ

り
低
い
方
は
肝
臓
が
肝
硬
変
に
な

っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

肝
硬
変
に
な
る
と
禁
酒
を
し
た
だ

け
で
は
硬
く
な
っ
た
肝
臓
を
元
に

戻
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
先
に

話
し
た
様
々
な
合
併
症
の
危
険
も

あ
る
た
め
、
一
度
内
科
受
診
す
る

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

定
期
検
診
で
γ
︲
Ｇ
Ｔ
Ｐ
値
な

ど
が
高
め
な
人
は
、
毎
日
の
飲
酒

を
や
め
、
週
に
二
日
は
休
肝
日
を

作
る
、
一
回
の
飲
酒
量
を
減
ら
す

な
ど
、
肝
臓
の
オ
ー
バ
ー
ワ
ー
ク

を
助
け
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
Ａ
Ｓ

Ｔ
（
Ｇ
Ｏ
Ｔ
）、
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
Ｇ
Ｐ

Ｔ
）
の
高
値
が
持
続
し
て
い
る

方
、
肝
硬
変
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

方
は
断
酒
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

肝
臓
は
「
沈
黙
の
臓
器
」
と
い

わ
れ
て
お
り
、
肝
臓
の
病
気
は
自

覚
症
状
が
あ
ら
わ
れ
に
く
い
の

で
、
定
期
検
診
な
ど
で
発
見
さ
れ

る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

　
γ
︲
Ｇ
Ｔ
Ｐ
、
Ａ
Ｓ
Ｔ
（
Ｇ
Ｏ

Ｔ
）、
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
Ｇ
Ｐ
Ｔ
）
が
高

い
方
は
注
意
が
必
要
で
す
。
γ
︲

Ｇ
Ｔ
Ｐ
、
Ａ
Ｓ
Ｔ
（
Ｇ
Ｏ
Ｔ
）、

Ａ
Ｌ
Ｔ
（
Ｇ
Ｐ
Ｔ
）
は
肝
臓
の
細

胞
が
壊
れ
て
血
液
中
に
出
て
く
る

酵
素
で
す
。
こ
れ
ら
の
数
値
が
高

い
ほ
ど
肝
障
害
の
程
度
は
大
き

く
、
長
い
期
間
、
高
い
状
態
が
続

く
と
肝
臓
に
ダ
メ
ー
ジ
が
蓄
積
し

肝
硬
変
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
γ
︲
Ｇ
Ｔ
Ｐ
高
値
、
Ａ
Ｓ

Ｔ
（
Ｇ
Ｏ
Ｔ
）
﹀
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
Ｇ
Ｐ
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注
意
す
べ
き

お
酒
と
の
付
き
合
い
方

肝
臓
に
よ
る

ア
ル
コ
ー
ル
に
よ
る

検
査
項
目

ア
ル
コ
ー
ル
の
分
解

　
　
　
肝
臓
の
病
気

飲
酒
と
肝
臓
病

　
年
末
年
始
が
近
く
な
り
、
ア
ル
コ
ー
ル
を
飲
む
機
会
が
増
え
る

季
節
で
す
。「
酒
は
百
薬
の
長
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
ア

ル
コ
ー
ル
は
緊
張
を
ほ
ぐ
し
た
り
気
分
を
良
く
し
た
り
す
る
の

で
、
適
度
に
飲
む
酒
は
薬
に
も
勝
る
と
い
う
意
味
で
す
が
、
あ

く
ま
で
「
適
量
な
ら
ば
」
と
条
件
を
付
け
て
解
釈
す
べ
き
で
す
。

『
徒
然
草
』
に
も
「
百
薬
の
長
と
は
い
へ
ど
、
よ
ろ
づ
の
病
は
酒

よ
り
こ
そ
お
れ
」
と
あ
り
、
必
ず
し
も
飲
酒
は
手
放
し
で
推
奨
さ

れ
る
べ
き
で
な
く
、
病
気
の
原
因
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
ア
ル
コ
ー
ル
が
原
因
と
な
る
病
気
は
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
が
、

今
回
は
肝
臓
と
の
関
わ
り
の
話
を
し
ま
す
。

利根中央病院
内科医師

萩 原 　 聡

　

十
数
年
来
、
沼
田
南
支
部
の
支

部
長
を
務
め
て
い
る
馬
場
さ
ん
。

役
員
と
共
に
支
部
を
盛
り
上
げ
、

地
域
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。

　

歌
に
踊
り
に
、
盆
栽
、
料
理
と

趣
味
は
多
彩
で
す
。
十
一
月
は
利

根
沼
田
菊
花
大
会
で
最
高
の
農
林

水
産
大
臣
賞
を
受
け
ま
し
た
。
同

時
製
作
し
た
五
輪
を
生
協
に
寄
贈

し
、
病
院
に
華
を
添
え
ま
し
た
。

　

最
近
、
特
に
力
を
入
れ
て
い
る

の
が
竹
細
工
。
健
康
ま
つ
り
や
恵

比
寿
講
等
の
会
場
へ
出
店
し
、

「
風
に
吹
か
れ
て
ゆ
ら
ゆ
ら
と

  

今
日
は
東
か
明
日
は
西

   

そ
れ
と
も
あ
な
た
の
家
の
中
」

な
ど
の
唄
を
交
え
な
が
ら
、
蜻
蛉

の
置
物
や
玩
具
を
販
売
。
売
上
を

震
災
復
興
義
援
金
と
し
て
、
気
仙

日時 ……… 2012年12月9日（日） 13：30～16：00（12：30開場） 
会場 ……… 利根沼田文化会館 大ホール（定員1000名）　  参加費 … 無料
講座内容 … 総合司会　日本脳卒中協会  群馬県支部長  美 原 　盤  
　　　　  ①13：40～14：20『脳卒中とその予防』
　　　　　　　　　青山医院（前橋市）院長 青山 正洋

　　　 　 ②14：20～14：50『救急通報から病院治療開始までの流れ』
　　　　　　　　　利根沼田広域消防本部 救命救急士

　　　　  ③15：05～15：45『脳卒中の治療について』
　　　　　　　　　沼田脳神経外科循環器科病院 脳神経外科部長 清水 常正

　　　　  ④15：45～16：00『脳卒中 お悩みコーナー』 
　　　※①の司会を利根中央病院 脳神経外科部長 河内医師が担当します。
共催 ……… 社団法人日本脳卒中協会群馬県支部
　　　　　  群馬脳卒中救急医療ネットワーク　 ファイザー株式会社

後援 ……… 群馬県　 沼田市　 群馬県医師会　 沼田利根医師会
お問い合わせ先 … 日本脳卒中協会 群馬県支部 事務局 TEL 0270－24－3355

市民公開講座脳卒中の予防と治療

短期間に慢性的に

更に続けると

沼
市
に
二
度
送
付
し
ま
し
た
。
三

度
目
の
計
画
も
進
め
て
い
ま
す
。

　

自
治
体
の
生
涯
学
習
や
学
校
等

で
工
芸
教
室
も
開
講
中
。
馬
場
さ

ん
曰
く
「
趣
味
は
ボ
ケ
防
止
に
な

る
」。
今
後
も
趣
味
を
活
か
し
て
、

地
域
を
守
り
立
て
て
い
き
ま
す
。

みどり市大間々町

沼田市下川田

内海百
ももか

々花ちゃん
　　　　（５歳３ヶ月）

　　風
ふうか

花ちゃん
　　　　（１歳６ヶ月） 高橋瑠

るか

花ちゃん（11ヶ月）
仲良し姉妹です♥ おてんば娘の為注意♥♥

掲載希望の方は  ①お子様氏名
②年齢 ③住所 ④コメント（13
文字以内）⑤連絡先 をご記入
の上ご投稿下さい。写真の返送
はできませんが、郵送でも受け
付けています。
編集事務局
 Email:sukusuku-tone@　　
　　　　　　tonehoken.or.jp

片品・とね両診療所にて

利根中央病院

インフルエンザ予防接種週間
を実施いたします。ぜひご利用ください。

インフルエンザ
予防接種班会開催中

　インフルエンザの予防接種を受け
つつ、病気や予防医療等について、
医師や看護師と気軽にお話できる班
会です。
　詳しい内容、お問い合わせは
片品診療所(☎58-3910)
とね診療所(☎24-1202) 
迄、お問い合わせください。
　期間は12月26日まで、要予約です。
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